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令和７年度佐倉市部活動地域指導事業業務委託仕様書 

 

（適用範囲） 

１ 本仕様書は、佐倉市（以下「発注者」という。）が発注する「佐倉市部活動

地域指導事業業務委託」（以下「本業務」という。）に適用する。 

 

（背景と目的） 

２ スポーツ庁及び文化庁が令和４年１２月に策定した「学校部活動及び新た

な地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」では、少子化が

進む中、生徒が将来にわたりスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる機

会を確保するため、速やかに部活動改革に取り組む必要があるとされている。

また、これまでの部活動は教師の献身的な勤務によって支えられてきており、

長時間労働の一因となっている現状がある中、国では公立学校における働き

方改革の視点も踏まえ、部活動改革を進めている。 

本市でもこれらの社会的情勢を踏まえて、部活動改革を進めていく必要があ

る。本業務は、土日・祝日の部活指導を学校外の団体に委託することで、生徒・

保護者及び教師への効果・影響を調査するとともに、令和８年度に予定してい

る休日部活動の完全地域移行の道筋をつくるために実施するものである。 

 

（契約期間） 

３ 契約締結日から令和８年３月３１日までとする。 

 

（対象校及び対象部活動） 

４ 本業務における活動場所及び対象となる活動は以下のとおりとする。 

No. 学校名 部活動名称 

１ 佐倉中学校 卓球部 

２ 志津中学校 サッカー部 
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３ 上志津中学校 女子ソフトテニス部 

４ 南部中学校 剣道部 

５ 臼井中学校 陸上競技部 

６ 井野中学校 サッカー部 

７ 佐倉東中学校 女子ソフトテニス部 

８ 臼井西中学校 女子バレーボール部 

９ 西志津中学校 男子バレーボール部 

１０ 臼井南中学校 男子バレーボール部 

１１ 根郷中学校 女子バレーボール部 

注１）上記は公告時点の予定であり、契約締結時に変更する可能性がある。 

注２）別表１で示すように、年度途中で近隣の活動が合併した場合には、受注者

は発注者の求めに応じて、空いた１拠点で新たな活動を行えるよう指導スタッ

フなどの手配を行うこととする。 

注３）受注者は、発注者から各拠点における活動内容を提示された後、2か月以

内に本仕様書５（１）の業務を開始できるように努めなければならない。 

 

（業務内容） 

５ 業務内容は以下のとおりとする。 

（１）土日祝日の地域クラブ活動運営業務 

 受注者は、本業務に必要となる以下の業務を遂行する。 

① 指導スタッフの確保及び配置 

１つの活動拠点に対して、練習指導及び大会引率に従事するスタ

ッフを最低限２名確保し、実施の都度当該スタッフを配置すること。

（原則２名配置すること。但し、病気や怪我などやむを得ない事情

が発生した場合であって、指導の安全性が担保できる場合に限り１

名の配置でも可とする。）なお、事前に学校長及び顧問にヒアリン

グを行い、現場の要望に応じたスタッフの確保に努めること。また、
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指導スタッフは極力固定することが望ましいが、複数人でローテー

ションを組んでも差し支えない。 

② 生徒、保護者及び学校等との連絡調整 

受注者は生徒の出欠連絡管理を行うほか、生徒・保護者からの問

い合わせに対応するものとする。また、練習中のトラブル（怪我や

事故、生徒同士のトラブルなど）について、関係者に速やかに報告

するとともに、必要な措置を行うこと。 

③ 指導スタッフに対する研修業務 

受注者は、指導スタッフに対して安全管理やハラスメント防止等、

必要な研修を受講させること。 

④ 指導スタッフの業務 

 指導スタッフは、土日祝日の活動に係る以下の業務を行う。 

⚫ 練習指導 

⚫ 地域クラブとして参加する大会にあたっては、学校及び平日

顧問と連携し、当該大会への参加申込も担うこと 

⚫ 地域クラブとして参加する大会における、審判など大会運営

支援 

⚫ 活動時間中に起きたトラブル（怪我や事故、生徒同士のトラ

ブルなど）への対応 

（２）本事業の理解促進業務 

 本市では、国や千葉県が示すスケジュールに則り、令和８年度からは

休日部活動について、地域クラブ化することを予定している。このこと

を踏まえ、令和７年度中に本事業の理解が進むよう、効果的な周知・PR

（例：参加者〇人を想定した体験型イベントの開催など）を行う。 

 

（３）報告書作成業務 

① 活動報告書の作成及び提出 

 練習や大会などの活動終了後、速やかに活動報告を関係者間に共



 

4 

 

有するほか、毎月の活動報告を発注者へ提出すること。 

② 事業報告書の作成及び提出 

受注者は、発注者が実施を予定している部活動の地域移行につい

て、本業務を通じて得た調査研究結果をもとに、課題や対応策につ

いてまとめ、書面及び電子媒体で発注者へ提出すること。 

（４）会議及び説明会運営サポート業務 

① 保護者及び生徒向けの説明会の開催 

受注者は、本業務が行われる部活動の生徒及び保護者を対象とし

て、活動の趣旨や運営方法、保険加入の必要性等の説明会を開催す

ること。 

② 佐倉市地域指導事業検討会の運営サポート及び資料作成 

受注者は、佐倉市地域指導事業検討会の開催に必要な運営サポー

トを行うほか、発注者から求められた資料を作成すること。なお、

令和７年度は年３回の開催を予定している。 

③ その他説明会の運営サポート及び資料作成 

 上記のほか、発注者の求めに応じて（仮称）佐倉市部活動地域移

行推進計画に係る説明会の運営サポート及び資料作成を行うこと。 

 

（地域クラブ活動実施要件） 

６ 本業務の実施にあたり、受注者は以下の点に特に留意するものとする。 

（１）活動場所 

拠点校施設もしくは対象部活動が土日祝日に常時利用している施設

を利用することを原則とし、これに該当する施設使用料は発注者が負

担する。但し、受注者側からの申し出により、これ以外の施設等を使用

する場合には、移動や施設利用に関する費用等について、受注者と保護

者で協議し、理解を得た上で実施する。また、移動に関する安全配慮等

についても徹底すること。 

（２）活動日の取扱い 
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① 活動開始日及び最低活動回数について 

指導スタッフの確保及び保護者等に対する必要な説明を終えて、

準備が整った部活動から休日移行を開始し、少なくとも年間４２回

は練習日を設けること。また、大会の引率については各競技年間最

大１０回までは対応すること。 

ただし、別表１のように年度途中で新たな活動を開始する場合に

あっては、最低活動回数及び大会引率回数は上記の限りではなく、

発注者と受注者の間で協議をして決定するものとする。 

② １回あたりの活動時間等 

１回あたりの活動時間は、通常練習は３時間程度とし、大会引率

時は１日（８時間）程度とする。また、大会引率時には、生徒指導

のほか、審判等大会運営をサポートすること。 

③ 活動日の決定 

発注者は、別表２【活動予定カレンダー】をもとに学校と協議を

行い、前月１０日までに翌月の活動日を決定し、速やかに発注者へ

報告すること。ただし、契約締結後初めての活動月においては、こ

の規定は適用しない。 

④ 指導実施困難が見込まれる場合の対応 

活動日決定後にあっても、指導スタッフの体調不良や、活動の安

全性が担保できない場合（風水害をはじめとした災害発生時、感染

症の流行など）は、受注者の判断で活動を中止することができる。

ただし、中止分の活動については別の日に活動を行うよう努め、最

低活動回数４２回は活動を行うこと。 

（３）活動参加者 

 佐倉市内の公立中学校に在籍する者のうち、休日地域クラブ活動へ

の参加を希望する生徒とする。 

（４）学校との連携 

 学校施設の借用や、平日部活動との連絡調整については、受注者が行
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うものとし、施設を使用する際のルール等については、学校の要望を聞

き、参加者にルール等を十分周知し、管理を行うこと。 

（５）緊急対応 

 活動中の事故等緊急対応のため、受注者はあらかじめ対応マニュア

ル、連絡体制を整備し発注者へ提出すること。また、部員及び指導者の

保険加入や一次対応のための備品整備については受注者が対応するこ

と。 

（６）保護者が負担する費用 

 活動に際して保護者が負担する費用については、契約時点で発注者

と受注者が協議して定めることとし、追加の費用が必要な場合は、事前

に発注者の許可を得ること。 

（７）問い合わせ窓口の設置 

 本業務の契約期間中は、発注者、保護者及び対象校から問い合わせを

受け付ける窓口を設置すること。なお、保護者等から指導中のトラブル

について問い合わせ・相談があった場合には責任をもって対応するこ

と。 

 

（成果品） 

７ 本業務の成果品は、本仕様書５（３）で示した各報告書及び報告書作成に使

用した資料一式並びに本仕様書５（４）で示した説明会資料とし、提出部数等

は以下のとおりとする。 

 （１）紙媒体（製本版、A4カラー） ２０部 

 （２）電子媒体（CD-R等にデータを格納したもの） ２枚 

 

（業務の完了及び成果品に対する責任の範囲） 

８ 本業務の完了は、発注者による完了検査に合格したときとする。また、業務

完了後に受注者の責めによる不備等が発見された場合、発注者が必要と認め

る訂正、補足及びその他の必要な作業を直ちに受注者の責任において行うも
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のとする。 

 

（成果品の帰属） 

９ 本業務における成果品、資料等の所有権及び著作権はすべて発注者に帰属

するものとし、受注者が成果品及び資料等を公表、利用等することについては、

一切これを認めない。ただし、発注者が承認した場合はこの限りでない。 

 

（業務主任担当者） 

１０ 受注者は、受注者と直接雇用関係にある者の中から業務主任担当者を選

任し、発注者へ選任通知書により通知するものとする。なお、通知には雇用を

証する保険証の写しを添付すること。 

 

（守秘義務） 

１１ 受注者は、本業務上知り得た行政及び個人情報に係る事項を、発注者の承

諾なしに利用し、または第三者に漏らしてはならない。 

 

（損害の賠償） 

１２ 受注者は本業務の履行中に生じた諸事故等により、発注者及び第三者に

損害等を与えた場合は、受注者が責任を負うこと。 

 

（疑義） 

１３ 受注者は本業務を履行するにあたり疑義を生じた場合は、速やかに発注

者と協議し信義誠実に業務の履行を図らなければならない。 



別表１ 
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近隣拠点の合併とその後のイメージ 

近隣校で同じ種目を実施しており、合併可能な場合 

あA中学校あ               あB中学校あ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 中学校に合併          空いた B中学校で新たな競技を地域移行 

 

 

 

 

 

 

 

 

空いたB中学校には、当該競技を教えられる新たな指導スタッフを派遣する。 
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４月（指導回数 5回） 

月 火 水 木 金 土 日 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30     

 

 

５月（指導回数 6回または 7回） 

月 火 水 木 金 土 日 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31 6/1 

 

６月（指導回数４回または５回） 

月 火 水 木 金 土 日 

     5/31 1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30       

※ 定期テスト前の部活動禁止期間中は、指導を行わないこととする。 
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７月（指導回数 5回） 

月 火 水 木 金 土 日 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

 

８月（指導回数４回） 

月 火 水 木 金 土 日 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

８月１１日～１７日は空直日及びお盆期間を考慮して原則実施しないこと。 

 

９月（指導回数 6回） 

月 火 水 木 金 土 日 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      

※ 定期テスト前の部活動禁止期間中は、指導を行わないこととする。 
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１０月（指導回数 5回） 

月 火 水 木 金 土 日 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

 

 

１１月（指導回数 7回） 

月 火 水 木 金 土 日 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

※ 定期テスト前の部活動禁止期間中は、指導を行わないこととする。 

 

 

１２月（指導回数３回） 

月 火 水 木 金 土 日 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

※年末年始（12/27～1/4 の期間は、指導を行わないこととする。） 
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１月（指導回数 4回または 5回） 

月 火 水 木 金 土 日 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31 2/1 

 

２月（指導回数 5回または 6回または 7回） 

月 火 水 木 金 土 日 

     1/31 1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 3/1 

※ 定期テスト前の部活動禁止期間中は、指導を行わないこととする。 

 

３月（指導回数 5回または 6回） 

月 火 水 木 金 土 日 

     2/28 1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

 


